
 
 

「
子
供
だ
け
で

留

守

番

さ

せ

る
」「
子
供
だ
け

で
登
下
校
さ
せ

   （１） 
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る
」
こ
れ
ら
二
つ
と
も
虐
待
に

な
る
▼
１
０
月
４
日
に
、
提
出

さ
れ
た
埼
玉
県
虐
待
禁
止
条
例

の
一
例
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

ネ
ッ
ト
な
ど
で
問
題
に
な
り
、

１
１
日
に
埼
玉
自
民
党
が
取
り

下
げ
た
▼
私
と
同
じ
昭
和
の
時

代
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
。

自
宅
に
誰
か
い
れ
ば
鍵
な
ど
か

け
て
い
な
か
っ
た
。
地
域
で
班

が
作
ら
れ
、
小
学
生
１
年
生
か

ら
６
年
生
ま
で
が
１
０
人
程
度

で
登
校
し
て
い
た
。
危
な
い
場

所
は
、
緑
の
お
じ
さ
ん
や
お
ば

さ
ん
と
呼
ば
れ
た
役
所
で
雇
わ

れ
た
人
が
、
緑
色
の
服
を
着
て

黄
色
の
旗
を
持
っ
て
い
た
▼
そ

ん
な
人
達
を
削
減
し
た
の
は
各

行
政
。
現
在
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
人
が
担
っ
て
い
る
。
登
下

校
も
バ
ラ
バ
ラ
。
民
間
の
学
童

の
車
が
小
学
校
の
前
に
陣
取
り

も
し
て
い
る
▼
郵
便
局
も
同
じ

で
、「
ま
だ
ま
だ
労
働
力
に
は
余

裕
が
あ
る
」
と
何
を
根
拠
に
言

う
の
か
。
機
械
が
壊
れ
て
も
替

わ
り
は
な
い
。
あ
る
も
の
で
対

応
と
平
気
で
言
う
。
施
策
が
失

敗
し
て
も
誰
も
責
任
を
取
ら
な

い
。
郵
便
局
は
そ
ん
な
輩
が
蔓

延
し
て
い
る
。 
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１
０
月
２
１
日
、
第
１
回
支

部
長
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
田
中
東
京
地
本
委
員
長
は
、

物
価
高
が
続
い
て
い
る
、
２
４

春
闘
で
は
物
価
高
騰
に
負
け
な

い
大
幅
賃
上
げ
を
勝
ち
と
ろ
う

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

 

続
い
て
地
本
か
ら
２
０
２
３

年
度
の
具
体
的
な
行
動
、
年
間

計
画
が
提
起
さ
れ
全
体
で
議
論

し
ま
し
た
。
ヤ
マ
ト
と
の
協
業

が
始
ま
り
、
今
で
さ
え
要
員
不

足
で
困
窮
し
て
い
る
の
に
ク
ロ

ネ
コ
ゆ
う
パ
ケ
ッ
ト
が
増
え
た

ら
ど
う
な
る
の
か
不
安
の
声
が

噴
出
し
ま
し
た
。
情
宣
活
動
を

通
じ
て
社
会
に
要
員
不
足
を
訴

え
て
い
く
。
支
社
交
渉
の
場
で

現
場
の
声
を
ぶ
つ
け
て
い
く

等
、
あ
ら
ゆ
る
行
動
を
と
り
く

ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。 吉

田
中
央
本
部
副
委
員
長
か

ら
全
労
連
組
織
拡
大
重
点
計
画

エ
ン
ト
リ
ー
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
京
都

府
協
議
会
、
九
州
地
本
、
近
畿

地
本
の
３
機
関
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
行
動
を
展
開
し
て
き
た
。
第

一
に
各
機
関
が
組
織
の
強
化
と

拡
大
に
つ
い
て
議
論
し
、
共
有

す
る
こ
と
の
大
切
な
こ
と
。
第

二
に
全
労
連
の
援
助
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
規
模
で

の
宣
伝
行
動
等
が
可
能
に
な
る

こ
と
。
第
三
に
各
地
域
の
ロ
ー

カ
ル
セ
ン
タ
ー
と
連
携
す
る
こ

と
で
新
た
な
つ
な
が
り
が
生
ま

れ
る
こ
と
。
以
上
３
点
を
踏
ま

え
て
、
東
京
地
本
の
エ
ン
ト
リ

ー
に
つ
い
て
要
請
し
ま
し
た
。 

 

各
支
部
か
ら
は
早
い
段
階
で

配
布
局
な
ど
計
画
的
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
提
示
し
て
ほ
し
い
と

意
見
が
出
さ
れ
、
地
本
と
し
て
も

エ
ン
ト
リ
ー
に
前
向
き
に
と
り

く
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 

労
働
相
談
で
は
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

相
談
者
に
寄
り
添
う
こ
と
で
組

織
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
、
非
正
規
署

名
の
積
極
的
な
と
り
く
み
の
確

認
、
さ
ら
に
は
安
心
し
て
働
き
続

け
ら
れ
る
職
場
を
つ
く
っ
て
い

く
と
り
く
み
に
つ
い
て
も
参
加

者
全
体
で
確
認
し
会
議
を
終
え

ま
し
た
。 

                                                 
 

 

 
 

開催のあいさつをおこなう 

田中地本委員長  １０月２１日 

本部女性部大会は９月２３日にリモート併用で開催されま

した。東京地本代議員の冨田良子さんが議長に選出され、活発

な討論が行われました。一昨年の生理休暇を無給とする会社提

案に対する女性部の取り組みは、他団体からも大きな関心が寄

せられました。学習会開催、アンケートを集めその結果を使っ

て会社との交渉にあたりました。会社は一部修正をはかり有給

の生理休暇は１日ですが取得できる所まで押し返しました。不

満は勿論ありますが、声を挙げた

ことで変えられた経験が報告され

ました。  

討論ではパワハラ防止のための

ポスターを地本内各支部分も作成

して掲示板に張り出したことや、労働相談からの組合加入の

経験が語られ参加者に大きな励ましになりました。ＪＰビジ

ョン２０２５によって人減らしが顕著になり、後補充も無く

若い社員が多く辞めていく状況や、営業目標の推進が日々追

求されているなどの実態が発言されました。 

 女性部が取り組んでいる「リモカフェゆうゆう」への期待

や、希望する学習会のテーマなどの意見も出され、２０２３

年度の女性部の活動を充実させる為の大会となりました。女

性部長に有村三津さん（神戸中央支部）が再任、常任委員も

信任されました。 
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東
京
地
評
第
２
２
回
定
期
大

会
が
９
月
２
３
日
に
銀
座
ブ
ロ

ッ
サ
ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総

計
２
９
４
名
の
参
加
で
４
年
ぶ

り
の
大
規
模
の
大
会
と
な
り
ま

し
た
。 

 

加
盟
組
織
の
発
言
で
は
厳
し

い
職
場
環
境
を
切
り
開
く
活
発

な
討
論
が
続
き
ま
し
た
。 

 

青
年
ユ
ニ
オ
ン
は
「
非
正
規

春
闘
で
成
果
が
あ
り
非
正
規
に

よ
る
開
か
れ
た
春
闘
と
な
っ

た
。
全
国
一
律
１
，
５
０
０
円

以
上
を
め
ざ
し
１
０
月
改
定
周

知
ゾ
ー
ン
宣
伝
か
ら
１
年
を
通

じ
て
運
動
を
展
開
し
て
き
た
」。 

 

女
性
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
「
非

正
規
労
働
者
の
多
数
を
女
性
が

占
め
て
お
り
、
最
賃
問
題
は
日

本
の
低
賃
金
構
造
を
打
開
し
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
す
る
重

要
な
一
歩
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

 

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
東
京
は
「
２
３

春
闘
を
ス
ト
ラ
イ
キ
で
賃
上
げ

を
上
積
み
さ
せ
た
。
学
習
と
教

当
面
の
行
動
日
程 

１
１
月
３
日
（
金
・
祝
） 

憲
法
集
会
（
国
会
正
門
前
）

１
３
時
４
５
分 

５
日
（
日
）
パ
レ
ス
チ
ナ
に
平
和

を
！
緊
急
行
動
（
日
比
谷
公
園
幸

門
）
１
７
時
３
０
分 

６
日
（
月
）
労
契
法
２
０
条
寒
冷
地 

手
当
控
訴
審
（
５
１
１
法
廷
）

１
３
時
３
０
分 

９
日
（
木
）
本
部
ビ
ラ
情
宣 

（
中
野
局
・
杉
並
局
） 

第
３
回
東
京
地
本
執
行
委
員
会 

２
３
日
（
木
・
祝
）
沖
縄
も
日
本
も

戦
場
に
さ
せ
る
な
！  

 
 

 

（
国
会
正
門
前
）
１
４
時 

１
０
日
（
金
）
パ
レ
ス
チ
ナ
に
平
和

を
！
緊
急
行
動
（
国
連
大
学
前
） 

１
８
時
３
０
分 

２
５
日
（
土
）・
２
６
日
（
日
） 

日
本
母
親
大
会
（
山
口
県
山
口
市

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
維
新
ホ
ー
ル
） 

１
２
月
２
日
（
土
） 

東
京
全
労
協

大
会
（
新
橋
交
通
ビ
ル
） 

３
日
（
日
）
兼
子
さ
ん
を
偲
ぶ
会 

 

７
日
（
木
）
第
４
回
東
京
地
本 

執
行
委
員
会 

１
６
日
（
土
）
東
京
母
親
大
会 

（
町
田
市
民
ホ
ー
ル
） 

 
●

毎
月
１
９
日 

総
が
か
り
行

動
（
衆
議
院
第
二
会
館
前
）
日
曜
日

は
１
４
時
・
平
日
は
１
８
時
３
０
分 

 

 

東
京
地
評
・
全
労
連
加
盟

単
産
地
域
協
議
会
第
６
回

定
期
総
会
が
１
０
月
２
２

日
全
労
連
会
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。 

１
年
間
の
活
動
を
振
り

返
り
、
岸
田
政
権
の
閣
議
決

定
に
基
づ
く
軍
事
大
国
化

へ
の
道
が
一
気
に
突
き
進

ん
だ
こ
と
。
２
３
春
闘
は
４

１
年
ぶ
り
と
言
わ
れ
る
物

価
高
騰
の
中
で
た
た
か
わ

れ
、
全
労
連
は
た
た
か
う
労

働
組
合
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア

ッ
プ
を
加
盟
組
織
に
呼
び

掛
け
、
多
く
の
組
合
が
ス
ト

ラ
イ
キ
を
構
え
て
た
た
か

宣
活
動
、
産
別
の
仲
間
の
支
援

の
力
が
大
き
い
」
等
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

議
案
は
一
括
し
て
全
会
一
致

で
確
認
、
役
員
選
挙
に
つ
い
て

も
全
立
候
補
者
が
信
任
、
郵
政

ユ
ニ
オ
ン
か
ら
は
飯
田
地
本
執

行
委
員
が
こ
の
１
年
間
地
評
の

運
動
に
携
わ
っ
て
い
き
ま
す
。 

  

 

い
２
年
ぶ
り
の
６
０
０
０

円
台
の
賃
上
げ
を
勝
ち
取

っ
た
が
、
物
価
高
騰
を
上
回

る
ま
で
の
賃
上
げ
に
は
な

ら
な
か
っ
た
こ
と
。
コ
ロ
ナ

感
染
の
終
息
が
見
え
ず
、
異

常
な
物
価
高
と
平
和
へ
の

危
機
が
迫
る
な
か
、
労
働
者

や
組
合
員
の
つ
な
が
り
、
結

び
つ
き
が
困
難
に
な
る
な

か
で
要
求
で
の
組
織
化
と

組
織
の
抜
本
的
強
化
が
極

め
て
重
要
な
課
題
だ
と
し

て
い
ま
す
。 

１
３
人
か
ら
の
発
言
を

受
け
、「
２
０
２
４
年
度
運

動
方
針
案
」
「
決
算
報
告
・

監
査
報
告
」
「
財
政
方
針
」

の
満
場
一
致
で
採
択
、
新
年

度
役
員
の
選
出
、
３
本
の
メ

イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
総
会
宣

言
の
採
択
を
得
て
終
了
し

ま
し
た
。 

 

れぞれのチームで意見を交わし、交流を深めました。 

１日目は労働組合の歴史から始まり、なぜ労働組合が必要なのか・

なぜ団結してたたかうのかという必要性を学びました。そこから労働

者に郵政ユニオンを知ってもらい、信頼され組合に活動に協力される

ために必要な取り組み方を学んでいきました。ビラ・チラシをどのよ

うに作れば手に取ってもらえるか、レイアウトはどうすれば見やすい

か、ビラ配りの際に印象良く持たれるかといった取り組み方を実際に

練習し、チーム内でより良い方策を意見交流して深めていきました。 

２日目はこれからの郵政ユニオンの取り組みについて講演を受けま

ユニオンみらい講座が東京都晴海

の東京海員会館で１０月１４日と１

５日の２日間にかけて開催されまし

た。今年の参加者は全国から２３名

が集まりました。１４名が初めての

参加となり、少し緊張しながらもそ

した。春闘アンケートや非正規署

名の重要性と、同じ問題で悩んで

いる労働者に耳を傾けることが組

合員加入の第一歩と学び、最後に

参加者一人ひとりがスピーチを行

い、みらい講座は閉会しました。 

 


